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日向市学校給食センターの落成式（塩見地区）

（平成 27 年）	

◇委員会提出議案　　意見書 ････････ ３件
　　　　　　　　　　条例 ･･････････ ２件
◇議員提出議案　　　決議 ･･････････ １件
◇請願等　　　　　　請願 ･･････････ ２件
　　　　　　　　　　陳情 ･･････････ １件

 ◇市長提出議案　　人事案件 ･･････ ２件
　　　　　　　　　 条例 ････････ １７件
　　　　　　　　　 事件決議 ･･････ ６件
　　　　　　　　　 補正予算 ･･････ ６件
　　　　　　　　　 当初予算 ････ １６件

 ■３月定例会 (平成２７年第２回定例会 )　会期　２月２７日～３月２０日（２２日間）

 ◇市長提出議案　　事件決議 ･････ １件　　　　補正予算 ･････ １件

 ■２月臨時会 (平成２７年第１回臨時会 )　会期　２月６日（１日間）

委員会審査から・・・3

市長から提案された議案と審議結果・・・４

請願・陳情と審議結果・・・5

一般質問・・・８
議会報告会・・・14

３月 14 日の落成式では、児童代表として塩見小学校の
幸﨑七美さんがテープカットを行いました。
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付
託
さ
れ
た
条
例
４
件
、
事
件
決
議
１

件
、
当
初
予
算
１
件
の
計
６
件
に
つ
い

て
、
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
日
向
市
応
援

寄
附
金
基
金
の
お
礼
の
品
の
人
気
上
位

は
、
日
向
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
２
６
１
２
件
、

宮
崎
味
わ
い
ハ
ム
セ
ッ
ト
２
５
０
０
件
な

ど
で
あ
る
。「
人
事
評
価
制
度
導
入
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
基
準
や
先
進
事

例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。
市
債
残
高
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
が
ピ
ー
ク
で
、
以
降
減
少
傾
向

に
あ
り
、
今
後
新
庁
舎
建
設
等
多
額
の
財

政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
圧
縮
に
努

め
た
い
。
ま
た
合
併
算
定
替
特
例
措
置
の

終
了
に
よ
り
、
約
15
億
円
の
交
付
税
の
減

　
総
務
政
策
常
任
委
員
会

　

☆地震・津波防災施設整備事業 　3 億 6, ３００万円
　　津波避難タワー建設、津波避難階段設置等

☆施設型給付事業 　　　　　  ２４億１, ８００万円
　　法人立保育園、認定こども園、幼稚園に対する
　　運営委託料

☆生活困窮者自立支援事業　　　　   １, ７３０万円
　　自立相談支援、子どもの学習支援等

☆日向市医療機関（産科・小児科）新規開業促進事業
　　　　　　　　　　　　 　　　　  ５, ０００万円
　　新規開業に対する助成、診療科開設に対する助成等
　　
☆日向中学校増改築事業　　　   ８億５，３００万円
　　事業期間：平成 26 年度～ 28 年度
　　平成 27 年度：管理普通教室棟の建設等

会　計　区　分 当　初　予　算　額 対前年度当初予算伸率％

 

特　

別　

会　

計

公営住宅事業特別会計 3 億５，２００万円 １０．０
財光寺南土地区画整理事業特別会計 ４，０００万円 ０．０
用地取得特別会計 ３億５，１００万円 △５５．８

城山墓園事業特別会計 　　　 ６００万円 ０．０
簡易給水施設特別会計 　　　　　 ２２０万円 △　４．３

細島東部住環境整備事業特別会計 　　　　　 ２３０万円 △５８．２

簡易水道事業特別会計 　　　９，９００万円 △３６．５

農業集落排水事業特別会計 　１億４，０００万円 ０．７

国民健康保険事業特別会計  9 ０億７，０００万円 １３．４
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 　　 ５０億２００万円 △　２．９
日向入郷地域介護認定審査事業特別会計 　　４，０００万円 ７．０

後期高齢者医療事業特別会計 　６億６，７００万円 ２．６

企
業
会
計

水道事業会計    １６億８，５７８万円 △　６．７

下水道事業会計 ２６億５，７７２万円 ０．１

病院事業会計 　５億１，３７０万円 ４．７

平成２７年度一般会計以外の予算

　

　【主な補正内容】

　　　平成２６年度一般会計補正予算（3 月）　３億 7,511 万円
                             　　 補正後総額　      303 億 1,027 万円

　☆ [ Ｈ 26 消費・生活支援交付金 ] 地域消費喚起事業　　９，６００万円 
　　　プレミアム付商品券発行事業、ふるさと名物商品券・旅行券販売事業、
　　　住宅リフォーム促進事業

　本年度の予算は、「総合計画　後期基本計画」の柱である「雇用」、「安全・安心」、「子育て」
の３つの重点プロジェクトに、喫緊の課題である地方の創生と人口減少問題など、今後の課題解
決に向けた対応策を柔軟に取り入れながら各施策を推進する。　　　　　　　　　　（当局説明）

平成２７年度一般会計予算　　２８９億円

【主な予算項目】
☆富島幹線用水路整備事業　  ２億２１０万円
　　事業期間：平成 26 年度～ 27 年度
　　平成 27 年度：貯水槽設置工、ポンプ設置工等

☆ふるさと日向市応援寄附金事業
　　　　　　　　　　　　 １億６, ０７７万円
　　寄附金を納付された方への特産品の送付等
　　寄附見込額：3 億円

☆企業誘致推進事業　　　１億１, ８９０万円
　　新規企業訪問活動、情報産業インキュベー
　　ション施設（旧日向法務総合庁舎）への企業
　　誘致等　　

補正
予算

当初
予算

額
が
見
込
ま
れ
る
等
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

審
査
を
踏
ま
え
、
３
点
を
委
員
会
の
意

見
と
し
て
付
記
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
地
震
・
津
波
防
災
施
設
整
備
事
業
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
詳
細
な
説
明
が
な

く
、
委
員
か
ら
内
容
不
明
で
審
査
で
き
な

い
と
の
指
摘
が
出
た
ほ
ど
で
あ
る
。
委
員

会
は
当
局
の
理
由
説
明
を
い
ち
お
う
受
け

入
れ
た
が
、
詳
細
を
説
明
で
き
る
段
階
に

至
っ
た
ら
直
ち
に
議
会
に
報
告
す
る
よ
う

求
め
た
。
議
会
の
審
査
は
、
詳
細
な
資
料

提
示
が
前
提
で
あ
る
。
審
査
の
際
に
委
員

か
ら
求
め
ら
れ

る
説
明
、
資
料

提
供
に
対
し
て

は
、
説
明
責
任

を
果
た
す
た
め

真
摯
に
対
応
さ

れ
た
い
。

　　
３
月
定
例
会
　
　
委
員
会
審
査
か
ら

　

３
月
定
例
会
初
日
に
上
程
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
44
件
の
う
ち
、
人
事
案

件
１
件
（
初
日
に
議
決
）
及
び
補
正
予
算
６
件
（
３
月
13
日
に
議
決
）
を
除

く
37
件
に
つ
い
て
、
９
日
間
の
議
案
熟
読
の
後
、
3
月
13
日
に
本
会
議
で
質

疑
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。　

　

委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
内
容
を
、委
員
長
報
告
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
９
件
、
平

成
27
年
度
当
初
予
算
７
件
の
計
16
件
で

す
。
委
員
会
に
お
い
て
、
３
月
16
日
か
ら

３
日
間
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
員

一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
を
踏
ま
え
、
次
の
点
を
委
員
会
の

意
見
と
し
て
付
記
し
ま
し
た
。　

　

税
務
課
所
管
の
固
定
資
産
税
課
税
適
正

化
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
の
３
ヶ
年
に
わ
た
り
、
総
事

業
費
１
億
５
０
０
万
円
を
か
け
て
市
内
全

域
約
３
７
０
０
０
棟
の
家
屋
を
す
べ
て
調

査
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
に
実

施
し
た
約
２
０
０
０
棟
の
サ
ン
プ
ル
調
査

で
は
、
約
18
％
の
調
査
漏
れ
の
可
能
性
が

予
想
さ
れ
る
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
公
平
・
公
正
な
適
正
課
税

を
行
う
た
め
に
、
課
税
客
体
を
把
握
す
る

と
い
う
重
要
な
事
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
旧
日
向
市
に
お
い
て
は
、
家
屋
全
棟
調

査
を
行
っ
た
実
績
は
な
く
初
め
て
行
う
事

業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
調
査
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
慎
重
を
期
す
と
と
も
に
、
市

民
へ
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
取
り
組
ま
れ
た

い
。

500
字

字
字

　

付
託
議
案
の
平
成
27
年
度
当
初
予
算

中
、
一
般
会
計
予
算
の
み
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
条
例
２
件
、
事
件
決
議
５
件
、

当
初
予
算
９
件
の
計
16
件
は
全
員
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。　

　

審
査
を
踏
ま
え
、
次
の
２
点
を
委
員
会

の
意
見
と
し
て
付
記
し
ま
し
た
。

　

日
向
特
産
は
ま
ぐ
り
の
持
続
可
能
な
生

息
の
た
め
に
、
海
辺
等
の
水
質
検
査
の
実

施
や
良
好
な
森
林
づ
く
り
な
ど
、
行
政
と

市
民
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
取
組

み
や
水
産
資
源
の
利
活
用
で
日
向
特
産
は

ま
ぐ
り
の
再
生
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た

観
光
集
客
の
た
め
、
蛤
は
ま
ぐ
りを

使
用
し
た
特
産

品
の
開
発
と
本
市
独
自
の
食
文
化
の
Ｐ
Ｒ

や
料
理
の
開
発
な
ど
、「
は
ま
ぐ
り
の
ま

ち
日
向
市
」
の
認
知
度
ア
ッ
プ
へ
の
調
査

研
究
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

山
間
部
の
水
道
未
給
水
地
域
へ
の
対
応

で
は
地
区
住
民
の
意
向
や
地
域
の
実
態
調

査
を
実
施
し
、
安
全
安
心
な
飲
料
水
の
確

保
と
そ
の
支
援
策
を
含
め
た
対
応
や
配
慮

等
を
行
う
な
ど
、
水
問
題
の
早
期
解
決
を

図
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　
文
教
福
祉
環
境
常
任
委
員
会
　
産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

現地調査（広瀬鵜戸木辺地）
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▼市長から提案された議案と審議結果　第１回臨時会（２月６日）
議 案 番 号 議　　案　　名 議 決 結 果 付託委員会

議 案 第 １ 号 訴えの提起について 可決（全員一致） 特 別 委 員 会

議 案 第 ２ 号 平成 26 年度日向市一般会計補正予算（第６号） 可決（全員一致） 特 別 委 員 会

▼市長から提案された議案と審議結果　第２回定例会（２月２７日～３月２０日）
議 案 番 号 議　　案　　名 議 決 結 果 付託委員会

議 案 第 ３ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 同意（全員一致） 付  託  省  略

議 案 第 ４ 号 日向市総合計画策定条例 可決（全員一致） 総  務  政  策

議 案 第 ５ 号 ふるさと日向市応援寄附金基金条例 可決（全員一致） 総  務  政  策

議 案 第 ６ 号 日向市行政手続条例の一部を改正する条例 可決（全員一致） 総  務  政  策

議 案 第 ７ 号 日向市職員定数条例の一部を改正する条例 可決（全員一致） 総  務  政  策

議 案 第 ８ 号 日向市うるおい福祉基金条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数） 文教福祉環境

議 案 第 ９ 号 日向市保育所における保育に関する条例を廃止する条例 可決（全員一致） 文教福祉環境

議 案 第 10 号
日向市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負
担額に関する条例

可決（全員一致） 文教福祉環境

議 案 第 11 号 日向市介護保険条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数） 文教福祉環境

議 案 第 12 号
日向市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決（全員一致） 文教福祉環境

議 案 第 13 号

日向市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

可決（全員一致） 文教福祉環境

議 案 第 14 号
日向市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決（全員一致） 文教福祉環境

議 案 第 15 号
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

可決（賛成多数） 文教福祉環境

議 案 第 16 号 日向市教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例 可決（賛成多数） 文教福祉環境

議 案 第 17 号 日向市森林公園条例の一部を改正する条例 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 18 号 日向市手数料条例の一部を改正する条例 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 19 号 広瀬鵜戸木辺地に係る総合整備計画の策定について 可決（全員一致） 総  務  政  策

議 案 第 20 号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 21 号
共有地の管理及び処分に関する事務の委託に関する規約の変更
について

可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 22 号 財産の処分について 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 23 号 市道の路線の廃止について 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 24 号 市道の路線の認定について 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 25 号 平成 26 年度日向市一般会計補正予算（第７号） 可決（全員一致） 特 別 委 員 会

議 案 第 26 号
平成 26 年度日向市財光寺南土地区画整理事業特別会計補正予算

（第１号）
可決（全員一致） 特 別 委 員 会

議 案 第 27 号 平成 26 年度日向市用地取得特別会計補正予算（第２号） 可決（全員一致） 特 別 委 員 会

議 案 第 28 号 平成 26 年度日向市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決（賛成多数） 特 別 委 員 会

議 案 第 29 号
平成 26 年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正
予算（第３号）

可決（全員一致） 特 別 委 員 会

議 案 第 30 号 平成 26 年度日向市病院事業会計補正予算（第１号） 可決（全員一致） 特 別 委 員 会

議 案 第 31 号 平成 27 年度日向市一般会計予算 可決（賛成多数）
総  務  政  策
文教福祉環境
産業建設水道

議 案 第 32 号 平成 27 年度日向市公営住宅事業特別会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 33 号 平成 27 年度日向市財光寺南土地区画整理事業特別会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 番 号 議　　案　　名 議 決 結 果 付託委員会

議 案 第 34 号 平成 27 年度日向市用地取得特別会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 35 号 平成 27 年度日向市城山墓園事業特別会計予算 可決（全員一致） 文教福祉環境

議 案 第 36 号 平成 27 年度日向市簡易給水施設特別会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 37 号 平成 27 年度日向市細島東部住環境整備事業特別会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 38 号 平成 27 年度日向市簡易水道事業特別会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 39 号 平成 27 年度日向市農業集落排水事業特別会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 40 号 平成 27 年度日向市国民健康保険事業特別会計予算 可決（賛成多数） 文教福祉環境

議 案 第 41 号
平成 27 年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予
算

可決（賛成多数） 文教福祉環境

議 案 第 42 号 平成 27 年度日向入郷地域介護認定審査事業特別会計予算 可決（全員一致） 文教福祉環境

議 案 第 43 号 平成 27 年度日向市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決（賛成多数） 文教福祉環境

議 案 第 44 号 平成 27 年度日向市水道事業会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 45 号 平成 27 年度日向市下水道事業会計予算 可決（全員一致） 産業建設水道

議 案 第 46 号 平成 27 年度日向市病院事業会計予算 可決（全員一致） 文教福祉環境

議 案 第 47 号 監査委員の選任について
同意（可否同数）

議長裁決
付  託  省  略

議 案 第 48 号
日向市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例

可決（全員一致） 特 別 委 員 会

議 案 第 49 号 日向市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員一致） 特 別 委 員 会

請願 ・ 陳情件名 審議結果 付託委員会
（新規）
　請願第１７号　国の難病政策に関する請願書
　　請願者：日向市春原町２－９　首藤正一さん

採　　 択
（全員一致）

文教福祉環境

（継続）
　請願第１６号　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する請願書
　　請願者：宮崎市中西町１０１－３　山鹿　明さん

採　　 択
（全員一致）

文教福祉環境

（継続）
　陳情第２４号　年金削減の中止を求める陳情書
　　陳情者：日向市不動寺５２
　　　　　　全日本年金者組合  宮崎県本部県北日向支部  支部長　黒木直行さん 採　　 択

（全員一致）
文教福祉環境

趣旨
　小児慢性特定疾病の対象疾患について、成人後も継続して医療費の助成が
受けられるよう制度の拡充、及び闘病生活や自立支援の強化を要望してほし
い。

▼請願・陳情と審議結果

※ 請願・陳情の委員長報告の詳細については、議会事務局までお問い合わせください。

議 案 番 号 議　　案　　名 審 議 結 果

議 案 第 1 号 自治会への加入促進、自治活動への市民の積極的な参加等により、
誰もが安心して暮らせる日向市をめざす決議

否決（可否同数）
議長裁決

▼議員が提案した議案と審議結果

※ 可否同数とは、賛成と反対が同数の場合のこと。この場合、議長の裁決によって決定する。

趣旨
　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成について、対象外の医療費にも早
急に拡大・充実を図り、身体障がい者の認定基準を緩和した認定制度にして
ほしい。

趣旨
　消費税増税以降、物価が上がり続け、国民の生活は苦しくなってきた。日
向市の年金受給者の多数は低年金者である。物価スライド制を骨抜きにした

「マクロ経済スライド」を廃止し、年金削減をやめてほしい。
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▼表決結果の分かれた議案　
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議案第 8 号
日向市うるおい福祉基金条例
の一部を改正する条例

　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

議案第 11 号
日向市介護保険条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 15 号
地方教育行政の組織及び運営
に関する法律の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 16 号
日向市教育長の職務に専念す
る義務の特例に関する条例

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 28 号
平成 26 年度日向市国民健康保
険事業特別会計補正予算（第
２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 31 号
平成 27 年度日向市一般会計予
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 40 号
平成 27 年度日向市国民健康保
険事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 41 号
平 成 27 年 度 日 向 市 介 護 保 険
事業特別会計（保険事業勘定）
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 43 号
平成 27 年度日向市後期高齢者
医療事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 47 号
監査委員の選任について ○ ○ ● ○ ○ ● ● 欠 ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○
議員提出議案第１号
自治会への加入促進、自治活
動への市民の積極的な参加等
により、誰もが安心して暮ら
せる日向市をめざす決議

● ● ○ ● ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ●

 議案第 8 号　日向市うるおい福祉基金条例の一部を改正する条例

　昨年３月議会でも問題を指摘した。条例第１条「市民の創意と工夫を生かした自発的な保健福祉事
業の推進」が、今だからこそ重要で、拡充を図り、「日向市の保健・医療・福祉施策」は、一般会計
で行うべきである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩切　裕】

　　反対

　討論とは、採決の前に、議題となっている案件に対し、賛成か反対かの意見を表明することです。

 ((　討　論　))

　事業経営者や関係労働者が懸命に努力されているが、介護のサービスや働く条件・待遇は不十分で
ある。国への介護報酬 2.27％削減の撤回を求めると同時に、市としても真剣な支援策をとるよう強
調したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

　　反対

 議案第 15 号　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係
　　　　　　　 条例の整理に関する条例 
 議案第 16 号　日向市教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例 

 議案第 28 号　平成 26 年度日向市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

 議案第 31 号　平成 27 年度日向市一般会計予算

　　反対

　　反対

  議案第 11 号　日向市介護保険条例の一部を改正する条例 
  議案第 41号　平成 27 年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予算 

　　反対

　これまで、教育委員会が教育長を任命し、問題があれば罷免することもできた。今回の新教育長は、
教育委員長の役割を併せ持つ第一任者となる。教育「大綱」の策定権限を教育委員会から首長にする
ことも問題だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

　国民健康保険税の未納は、２月末現在で 3,274 世帯、5 億 8,554 万円。これは、悪質ではなく、
国保税が高すぎて納められない状況だ。短期被保険者証発行は 1,018 件、資格者証発行は 220 件。
国の補助金を増額し引き下げをすべきだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

　当市議団が要求してきた耳川取水口の整備、平和推進事業などは評価する。しかし、大資本のため
の税制や道路占用料の是正、細島沖防波堤の事業に係る毎年４億円の負担が見直されていないのは問
題だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

　　反対

 議案第 40 号　平成 27 年度日向市国民健康保険事業特別会計予算

　当市議団の市民アンケート調査で、市政に望む課題の一番目は、国民健康保険税の負担軽減である。
「国保税が高すぎて払っていけない」は、市民共通の切実な声だ。国の補助を医療費の 45％にし、市
も助成すべきだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

 議案第 43 号　平成 27 年度日向市後期高齢者医療事業特別会計予算

　当初の導入時から、高齢者を差別する医療制度だと指摘して反対している。後期高齢者医療保険料
の大幅な引き上げなどやめるべきだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【日本共産党市議団】

　　反対

 議案第 47 号　監査委員の選任について

監査対象の長による監査委員の選任制度は、独立性の確保に問題あり。監査委員事務局長は兼職で、
議会選出監査委員も近々任期満了。健康理由による辞職なら仕方ないが、任期２年を残しての交代は
監査機能の低下に繋がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【西村　豪武】

　　反対
　議会運営委員会の１週間前に内示し、議会の了解を前提に提案するという、人事案件の基本的なルー
ルが破られ、議会の意見が不一致の中で提案された。人の問題ではない。それ以前の制度運用に大き
な問題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩切　裕】

　　賛成

　　賛成

　　反対

 議案第 1 号　自治会への加入促進、自治活動への市民の積極的な参加等により、誰もが安心して
　　　　　　  暮らせる日向市をめざす決議

　市、宅建協会県北支店日向地区、日向市区長公民館長連合会は、２月９日に区加入に関する協定を
締結し、現在アンケート調査を進めている。区長公民館長連合会等の考えを充分踏まえた対応が望ま
しいため、同案に反対する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【甲斐　敏彦】

　区長公民館長連合会の自主的な取組みには敬意を表し、それを応援するという議会としての決意表
明の決議だ。また、区に入らない自由もあるのはご指摘のとおりなので、多種、多彩、多様な取組み
を求めるとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩切　裕】

　　賛成
　当初、自治会加入促進に関する条例の議員提案を予定。未加入者対象アンケートの結果が出るまで
提案を延期して欲しいとする区長公民館長連合会への配慮と、自治会の活性化を図る上から議会も加
入促進の一翼を担うため必要だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【西村　豪武】

 　市長提出議案に対する討論  

 　議員提出議案に対する討論  

○は賛成、●は反対、欠は欠席。議員名は左から議席順。　※ 畝原幸裕議員は議長職のため通常は表決権はありません。

　今回の改正は大津市のいじめに端を発し、全国的社会問題に対し教育委員会の迅速な対応、責任者
の明確化がある。首長の権限強化を懸念する声もあるが、会議は原則公開、議事録作成、公表等で市
民の不安は払拭できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【甲斐　敏彦】

 議案第 25 号　平成 26 年度日向市一般会計補正予算（第７号）

　今回、地域住民生活等緊急支援交付金が計上されている。例えば、国営開拓パイロット事業の失敗
による美々津地区遊休農地再生推進事業など、住民の利益を守ると同時に抜本的な解決策も求めたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

　　反対

　　賛成
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り
た

い
。

今
年
度
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
状

況
と
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
永
続
的
な
取
組
み
は
ど
う

か
。

モ
デ
ル
地
区
の
塩
見
、
細
島
、
平

岩
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

お
い
て
実
施
計
画
書
を
作
り
、
４
月
末
か

ら
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ラ
ジ
オ
体
操
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

で
、
市
民
の
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
た
い
。

　３月定例会では、３月９日から１１日までの３日間、
市政に関する一般質問が行われ、１０人の議員が登壇
しました。質問内容は、平和、福祉、防災、経済、産
業振興等と多岐にわたっています。
　これらの中から、登壇議員が選んだ質問と市長等の
答弁の要旨を紹介します。　
　※答弁者は、市長、教育長等です。　

一 般 質 問

市政を問う !!

平
成
27
年
度
の
制
定
に
向
け
て
の

進
捗
状
況
と
検
討
会
の
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。

本
年
１
月
か
ら
、
日
向
市
聴
覚
障

害
者
協
会
を
中
心
に
、
条
例
に
関

す
る
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
協

会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
等
と
の
協
議
の

場
を
設
け
る
な
ど
、
来
年
４
月
に
施
行
で

き
る
よ
う
条
例
制
定
に
取
り
組
み
た
い
。

市
町
村
に
作
成
が
義
務
化
さ
れ
た

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作

成
状
況
及
び
障
が
い
者
へ
の
避
難
支
援
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
名
簿
情
報
の
更
新
作
業
を

終
え
、
今
月
中
に
避
難
支
援
等
関

係
者
へ
の
名
簿
情
報
の
提
供
に
係
る
要

問 問答

問

答
　

手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

答
　

ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に
つ
い
て

坂口英治 議員
（公明党市議団）

農
林
漁
業
を
地
域
経
済
の
柱
に
位

置
付
け
、
中
小
企
業
を
地
域
経
済

の
基
盤
と
し
て
大
切
に
す
る
政
治
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
特
に
今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参

加
押
し
つ
け
と
一
体
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
「
農
協
の
解
体
」
を
止
め
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

農
林
水
産
業
は
安
定
的
な
食
の
提

供
と
自
然
環
境
の
保
全
機
能
を
備

え
た
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
市
内
事
業
所

の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、
本
市
の

経
済
や
雇
用
を
支
え
る
重
要
な
存
在
で
あ

る
。
政
府
は
Ｊ
Ａ
全
中
の
一
般
社
団
法
人

化
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

今
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結

し
て
70
年
の
節
目
の
年
。
戦
争
体

験
者
は
70
代
以
上
の
人
に
な
り
、
戦
争
を

600
字

字 400
字

字 200
字

字

東
郷
町
と
の
合
併
後
の
新
生
日
向

市
へ
の
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

合
併
当
初
か
ら
「
黒
潮
文
化
と
森

林
文
化
の
融
合
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
両
市
町
の
早
期

一
体
化
と
均
衡
あ
る
発
展
を
推
進
し
て

き
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
、
小
中
一

貫
校
「
東
郷
学
園
」
の
開
校
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

今
後
の
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
、

市
の
施
策
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。
ま
た
、
日
向
市
独
自
の
取
組
み
に

つ
い
て
も
伺
う
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
は
、
医

知
ら
な
い
世
代
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
、
あ
の
戦
争
は
何
だ
っ
た
の

か
を
考
え
、「
日
本
は
正
し
い
戦
争
を
や
っ

た
」
と
い
う
歴
史
の
事
実
を
歪
め
る
策
動

を
止
め
さ
せ
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に

よ
る
「
海
外
で
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
」

を
許
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
平
和
の
大
切
さ
に

つ
い
て
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。生

活
に
欠
か
せ
な
い
飲
み
水
対
策

や
日
常
生
活
に
関
わ
る
道
路
の
改

善
対
策
、
す
べ
て
の
住
宅
の
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
の
促
進
、
市
営
住
宅
の
改
善
充

実
に
つ
い
て
、
切
実
な
要
求
に
早
急
に
応

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

鵜
戸
木
地
区
の
飲
料
水
対
策
で
は
、

今
後
、
簡
易
水
道
施
設
統
合
整
備

基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
う
中
で
検
討
し

て
い
く
。
市
道
や
里
道
の
補
修
は
、
優
先

順
位
を
付
し
て
行
っ
て
い
る
。
木
造
住
宅

耐
震
化
促
進
事
業
の
広
報
活
動
は
積
極
的

に
行
い
た
い
。
市
営
住
宅
の
修
繕
で
は
、

緊
急
性
の
高
い
も
の
に
は
早
急
に
対
応
し

て
い
る
。

　

国
の
悪
政
か
ら
農
林
漁
業
を
守
れ

問

問答答

問答問

答

問

答

   

一
般
行
政
に
つ
い
て

   

福
祉
行
政
に
つ
い
て

　

消
防
行
政
に
つ
い
て

　

ど
こ
に
住
ん
で
も
安
心
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
対
策
を

鈴木富士男 議員
（　政真会　）

荻原紘一 議員
（日本共産党市議団）

　

か
け
が
え
の
な
い
平
和
の
願
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
え
る
政
治
を

答問

ラジオ体操（塩見地区）
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た
。
耳
川
流
域
の
中
心
市
と
し
て
、
杉
材

の
用
途
拡
大
に
向
け
、
こ
の
動
き
に
積
極

的
に
関
与
す
べ
き
だ
と
思
う
が
如
何
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
は
あ
る

が
建
築
基
準
法
上
の
構
造
部
材
と

し
て
位
置
付
け
が
無
く
、
物
件
ご
と
に
国

土
交
通
大
臣
の
認
定
が
必
要
で
あ
る
。
関

係
法
令
の
早
急
な
整
備
と
杉
材
を
活
用
し

た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
建
築
工
法
の
研
究
・
開

発
の
促
進
に
つ
い
て
、
国
へ
要
望
し
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
の
認
知
症
対
応
は
、
十

分
だ
と
は
と
て
も
言
い
難
い
。
早

期
支
援
、
従
事
者
の
専
門
性
・
対
応
力
向

上
等
「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
の
実
施
が

急
が
れ
る
。
決
意
と
計
画
を
示
さ
れ
た

い
。

平
成
21
年
度
か
ら
「
認
知
症
地
域

支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業
」
で

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
等
を
行

っ
て
い
る
。
来
年
度
、
県
内
初
の
「
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
す

る
。
ま
た
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
「
日
向

市
認
知
症
地
域
支
援
体
制
推
進
会
議
」
で

協
議
を
重
ね
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
に
取

り
組
む
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
10
月
ま
で
に
策
定
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
の
か

ど
う
か
。
10
月
ま
で
に
策
定
す
る
背
景
は

何
か
。こ

れ
は
地
域
間
競
争
で
あ
り
、
い

か
に
早
く
日
向
発
の
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
事
業
を
提
案
す
る
か
で
あ
る
。
ど
こ
で

も
や
る
よ
う
な
提
案
で
は
受
け
付
け
な
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
９
月
か

ら
10
月
上
旬
に
は
、
国
に
出
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

日
向
な
ら
で
は
の
計
画
を
作
る
の

で
あ
れ
ば
、
市
民
も
職
員
も
一
緒

に
な
っ
て
じ
っ
く
り
と
議
論
し
た
方
が
、

日
向
の
現
状
に
あ
っ
た
日
向
な
ら
で
は
の

計
画
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

地
方
創
生
が
あ
る
前
に
、
３
つ
の

戦
略
を
考
え
て
い
た
。
職
員
に
は

そ
の
問
題
を
提
起
し
て
肉
付
け
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
付
け
加
え
て
、
職

員
か
ら
地
方
創
生
に
対
し
て
案
を
出
し

て
も
ら
う
。
国
の
担
当
部
署
に
は
、
概
案

を
話
し
て
お
り
、
良
い
感
触
を
得
て
い

る
。

計
画
作
り
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

活
用
す
る
時
の
主
に
な
る
考
え
方

は
何
か
。中

身
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
な
い
。
現

状
分
析
等
は
委
託
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

大
部
分
は
職
員
で
作
っ
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
を
調
査
し
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
形
で
の
計
画
が
必
要
で
は

な
い
か
。人

口
減
少
は
ほ
と
ん
ど
予
測
で
き
、

30
年
前
か
ら
分
か
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
人
口
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
を

踏
ま
え
た
上
で
の
計
画
が
一
番
の
ベ
ー

ス
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
論
」
は
、

中
央
集
権
的
発
想
、
人
口
偏
重
、

行
財
政
改
革
の
欠
落
な
ど
致
命
的
な
欠
陥

が
あ
る
。
ま
た
「
地
域
創
生
事
業
」
も
同

様
の
瑕か

し疵
が
あ
り
、
同
事
業
の
推
進
に

は
、
真
に
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
め
ざ
す

能
動
的
な
政
策
が
必
要
だ
が
如
何
。

若
い
世
代
が
希
望
を
叶
え
、
安
心

し
て
結
婚
し
、
子
育
て
の
で
き
る

社
会
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
市

の
総
合
戦
略
で
は
、重
点
港
湾
「
細
島
港
」

や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
市
民
の
幸
福
度
が
さ
ら

に
高
ま
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
国
か
ら
示
さ
れ
、
高
層

建
築
物
へ
の
利
用
も
秒
読
み
段
階
に
入
っ

600
字

400
字

200
字
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問答
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と
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し
ご
と
創
生
総
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戦
略
に
つ
い
て  
①

  

脱
「
地
方
創
生
論
」

　

真
に
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
政
策
を

問

問

答

答
　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
の
普
及
に

 　
　
　
　
　

積
極
的
な
関
わ
り
を

　

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　

早
急
な
実
施
が
急
が
れ
る　

岩切　裕 議員

柏田公和 議員
（改革クラブ結い）

得
な
い
状
況
。
合
併
特
例
債
の
期
限
が
平

成
32
年
ま
で
あ
る
の
で
、
実
施
設
計
を
再

考
察
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
等
建
設
事

情
が
緩
和
さ
れ
る
頃
ま
で
着
工
を
延
期
す

る
等
見
直
し
を
す
べ
き
だ
。

防
災
拠
点
と
し
て
の
位
置
付
け
や

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
、

議
会
提
言
、
ま
た
他
自
治
体
庁
舎
と
の
バ

ラ
ン
ス
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
機
能
の
選

択
を
し
て
お
り
、
構
造
等
根
幹
に
関
わ
る

部
分
の
変
更
は
妥
当
で
な
い
。
事
業
費
確

定
に
あ
た
っ
て
は
全
庁
的
な
論
議
を
深

め
、
市
民
に
も
理
解
を
求
め
た
い
。

病
院
改
築
基
本
計
画
の
進
捗
状
況

と
３
月
末
と
８
月
末
で
退
職
予
定

の
医
師
の
後
任
確
保
の
課
題
払
拭
に
は
、

我
々
議
員
有
志
で
体
制
づ
く
り
に
協
力
し

た
い
。
喫
緊
の
課
題
、
問
題
点
の
払
拭
方

法
及
び
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
示
せ
。

改
築
計
画
の
基
本
設
計
中
で
、
３

月
末
に
仕
上
が
る
予
定
で
あ
る
。

３
月
末
で
退
職
の
医
師
１
名
の
後
任
確
保

に
総
力
を
挙
げ
て
い
る
。
関
係
機
関
に
尽

力
し
て
い
た
だ
き
、
安
定
的
な
医
師
確
保

に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

　

「
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を

つ
く
る
」
地
方
移
住
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
昭
和
63
年
に
私
が
提
案
し
た
日

向
版
「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
」

に
今
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

国
は
全
国
移
住
促
進
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
Ｐ
Ｒ
や
移
住
先
の
斡
旋

業
務
を
行
う
予
定
で
、
県
も
県
外
在
住
の

移
住
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
に
実

態
調
査
を
行
い
、
移
住
担
当
設
置
等
体
制

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、

希
望
者
へ
の
支
援
に
関
し
「
定
住
促
進
方

針
」
の
策
定
と
高
齢
者
へ
の
移
住
施
策
を

検
討
課
題
と
し
た
い
。

新
庁
舎
建
設
は
当
初
の
事
業
費
上

限
45
億
円
の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を

日
向
市
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
推
進
本
部
」
で

作
成
す
る
総
合
戦
略
の
中
で
重
要
な
の

は
、
近
隣
町
村
・
入
郷
圏
域
と
の
連
携
だ

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
。

人
口
減
少
問
題
は
本
市
の
み
な
ら

ず
周
辺
市
町
村
に
つ
い
て
も
深
刻

な
課
題
で
あ
り
、
地
方
公
共
交
通
網
の
整

備
や
林
業
振
興
、
広
域
観
光
等
に
つ
い
て

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

地
元
企
業
の
創
生
に
つ
い
て
、
企

業
と
共
に
検
討
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
。企

業
に
つ
い
て
は
産
・
学
・
官
・

金
（
金
融
）・
労
（
労
働
組
合
）・

言
（
マ
ス
コ
ミ
）
の
分
野
の
代
表
者
で
構

成
す
る
推
進
会
議
や
専
門
分
野
別
の
意
見

交
換
会
等
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く
の
方

か
ら
意
見
を
聴
き
な
が
ら
総
合
戦
略
の
策

定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

日
向
市
消
防
団
に
、
市
と
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
が
開
催
す
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
て
も
ら

い
、
現
在
増
え
つ
つ
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
増
員
を
図
り
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
「
認
知
症
の
方
」
や
「
家
族
」
を

見
守
る
応
援
者
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
認
知
症
予
防
の
一
助
と
な
り
、
高
齢

者
徘
徊
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
。消

防
団
員
に
つ
い
て
は
、
消
防
学

校
が
実
施
す
る
教
育
課
程
や
各
種

大
会
を
通
じ
て
、
消
防
活
動
に
必
要
な
教

育
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
団
員
が
認
知
症

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、

本
来
の
業
務
遂
行
に
必
要
な
研
修
等
を
優

先
し
た
い
。

問

問答

問答

   

日
向
市
の
地
方
創
生
に
つ
い
て

  

消
防
団
員
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　

養
成
講
座
」
受
講
に
つ
い
て

  

日
向
版「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　

の
取
組
み
を
示
せ

問 答

問問 答

答

   

新
庁
舎
建
設
事
業
は
総
合
的
に

　
　
　

再
考
察
す
べ
き
で
は
な
い
の
か

　

市
立
東
郷
病
院
の
喫
緊
の

　
　
　
　

最
重
要
課
題
は
医
師
確
保
だ

答

西村豪武 議員
（改革クラブ結い）

日髙和広 議員
（　市政会　）

   

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

　
　
　
　
　
　
　

  

戦
略
に
つ
い
て 

③

   

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

　
　
　
　
　
　
　

  

戦
略
に
つ
い
て  

②  

問答
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意  見  書   ・  条  例  名 審 議 結 果 送 付 先 ・ 提 出 先

 議案第１号　日向市議会の議決すべき事件に関する条例 可決（全員一致） 　　　　　　　　　　　　　　
　

 議案第 2 号　日向市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）

 議案第 3 号　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の
　　　　　　 拡充に関する意見書 可決（全員一致） 内閣総理大臣、内閣官房長官、

厚生労働大臣、衆議院議長、
参議院議長、県選出国会議員、
県議会議員、全国市議会議長会

 議案第 4 号　国の難病政策（小児慢性特定疾病医療制度）
　　　　　　 の拡充を求める意見書 可決（全員一致）

 議案第５号　年金削減の中止を求める意見書 可決（全員一致）

　

「
全
市
公
園
化
基
本
計
画
」
の
今
後

の
進
め
方
と
、
実
現
の
時
期
を
伺

う
。

来
訪
者
の
増
加
を
目
指
す
「
公
園

化
拠
点
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
既
存
樹

の
桜
を
活
か
し
た
米
の
山
の
緑
化
や
、
日

向
サ
ン
パ
ー
ク
で
の
新
規
植
栽
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、「
市
民
の
憩
い
の
場
」

で
は
、
櫛
の
山
や
西
城
公
園
な
ど
の
樹
木

の
適
正
な
維
持
管
理
を
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
「
魅
力
あ
る
都
市
空
間
」
で
は
、
中

央
通
線
な
ど
で
街
路
樹
の
植
栽
や
剪
定
を

行
っ
て
い
る
。
実
現
の
時
期
は
、
取
り
組

む
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
長

期
の
期
間
を
要
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
団
体
に
よ
る
子
育

て
支
援
活
動
を
支
援
し
て
い
く
必

600
字

字 400
字

字 200
字

字600
字

字 400
字

字 200
字

字

「
日
向
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
推
進
本
部
」
が
設
置

さ
れ
た
が
、
目
的
と
今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

に
基
づ
き
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、「
ひ
と
・
し
ご
と
」「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
」「
ま
ち
」
の
３
つ
の
部
会
を
設

置
し
、
具
体
的
な
施
策
等
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
産
・
官
・
学
・
金
・
労
・

言
の
分
野
の
代
表
者
で
構
成
す
る
推
進
会

議
や
各
専
門
分
野
別
・
地
区
別
の
意
見
交

換
会
等
を
開
催
し
、
市
民
か
ら
意
見
を
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

若
い
世
代
が
経
済
的
に
安
定
し
た

子
育
て
や
生
活
が
で
き
、
将
来
に

希
望
の
持
て
る
社
会
環
境
の
構
築
に
つ
い

て
問
う
。

「
若
い
人
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
」
こ
と
は
、

国
の
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
で
あ
る
。
本

市
も
総
合
計
画
の
重
点
項
目
と
し
て
「
若

者
定
住
〝
雇
用
創
出
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
さ
ら
に
推
進
し
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
や
雇

用
の
確
保
・
働
き
方
の
改
革
に
取
り
組
み

た
い
。本

市
は
「
中
小
企
業
振
興
計
画
」

を
策
定
し
、
中
小
企
業
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、さ
ら
に
進
め
て「
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
を
制
定
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
基
本
的
な
考
え
を
問
う
。

「
創
造
・
挑
戦
す
る
ま
ち
日
向
～
地

域
力
を
結
集
し
、
人
財
と
企
業
を

磨
き
上
げ
る
～
」
を
基
本
に
掲
げ
、
施
策

を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
と
も
「
中
小
企

業
振
興
計
画
」
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
本
計
画
の
内
容
を
広
く
周
知
し
て
、

中
小
企
業
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た

い
。

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
取
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。民

間
団
体
が
行
う
子
育
て
支
援
活

動
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す
る
子

育
て
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
上
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
今
後
と
も
支
援
に
努
め
た
い
。

商
店
街
に
誘
導
す
る
道
路
計
画
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
空
き
店
舗
対
策
の
成
果
に
つ
い
て

伺
う
。現

在
、
中
心
市
街
地
へ
の
広
域
的

な
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
県
道

土
々
呂
日
向
線
の
未
改
良
区
間
の
整
備
を

進
め
て
い
る
が
、
中
町
区
間
は
県
の
街
路

事
業
に
よ
り
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

残
る
本
町
区
間
は
、
市
が
行
う
日
向
市
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
県
の

街
路
事
業
と
あ
わ
せ
て
平
成
30
年
度
末
の

完
成
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
店

舗
改
装
費
や
家
賃
の
補
助
を
行
う
空
き
店

舗
対
策
で
は
、
平
成
27
年
２
月
時
点
で
新

規
出
店
は
24
店
舗
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
廃

業
も
し
く
は
他
地
区
へ
移
転
し
た
店
舗
も

あ
る
が
、
15
店
舗
が
営
業
を
続
け
て
い

る
。

   

子
育
て
支
援
事
業
の
強
化
に
つ
い
て

   

全
市
公
園
化
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

　

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

問答

答

問答

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　

   

創
生
本
部
」
に
つ
い
て

問

問答

木田吉信 議員
（　政真会　）

三樹喜久代 議員
（公明党市議団）

先
の
政
治
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
が

対
策
を
伺
う
。

い
ま
だ
消
費
税
増
税
の
影
響
は
根

強
く
、
物
価
上
昇
に
賃
上
げ
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
個
人
消
費
は
伸

び
悩
み
、
地
方
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
に

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
回
復
が
実

感
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

政
府
は
、
消
費
税
増
税
分
は
す
べ

て
社
会
保
障
に
充
て
る
と
宣
伝
し

て
き
た
が
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
年
金
・

医
療
・
介
護
・
生
活
保
護
な
ど
、
社
会
保

障
の
の
き
な
み
切
り
捨
て
で
は
な
い
か
。

そ
れ
ぞ
れ
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
示

せ
。

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
と
す
る
た
め
の
も
の

と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
地
方
の

財
政
負
担
も
大
き
く
な
る
状
況
が
生
ま

れ
て
い
る
。
必
要
な
財
源
を
確
実
に
手
当

て
す
る
よ
う
、
全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て

国
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

政
党
助
成
金
制
度
は
、
毎
年
３
２
０

億
円
も
の
税
金
が
投
入
さ
れ
、
政

党
政
治
家
の
金
銭
感
覚
を
ま
ひ
さ
せ
、
政

治
腐
敗
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
受
け
取
り

を
拒
否
し
て
い
る
日
本
共
産
党
の
額
も
国

庫
に
戻
さ
ず
山
分
け
し
て
い
る
。
廃
止
さ

れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

政
党
交
付
金
が
税
金
等
で
賄
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
政
党
は
そ
の
責
任

を
自
覚
し
、
組
織
及
び
運
営
に
つ
い
て

は
、
民
主
的
か
つ
公
正
な
も
の
と
し
、
国

民
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
使

用
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
暮
ら
し
も
景
気

も
良
く
な
ら
な
か
っ
た
。
消
費
税

増
税
で
ま
す
ま
す
生
活
は
苦
し
く
な
っ
た

と
い
う
の
が
市
民
の
実
感
だ
。
暮
ら
し
優

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
暮
ら
し
は

　
　

   

良
く
な
ら
な
か
っ
た
が
ど
う
か

問

答

問答

問答

　

政
党
助
成
金
の
廃
止
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

認
識
を

　

消
費
税
増
税
分
は
社
会
保
障
費
に

　
　
　

回
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

黒木万治 議員
（日本共産党市議団）

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
黒
木
英
一
さ

ん
（
亀
崎
）
が
昨
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
り
、
後
任
と
し
て
後
藤
明
さ
ん

（
亀
崎
西
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

監
査
委
員
の
う
ち
、
林
雄
治
さ
ん
（
財
光

寺
）
の
辞
職
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
成
合
学

さ
ん
（
曽
根
町
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

人
　
事
　
案
　
件

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

　
　
　

後
藤　

明
さ
ん
（
新
任
）

　

監
査
委
員
に

　
　
　

成
合　

学
さ
ん
（
新
任
）

▼委員会が提案した議案の審議結果及び送付先・提出先

　

若
い
世
代
の
社
会
環
境
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

整
備
に
つ
い
て

　
「
中
小
企
業
振
興
基
計
画
条
例
」

　
　
　
　
　
　
　

  

の
制
定
に
つ
い
て

問

答問答

　日向市・東臼杵郡町村議会

　　議長連絡会議員研修会

　2 月 24 日、山梨学院大学の江藤俊昭
教授を講師に迎え、議会改革についての
研修会を行いました。
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　６月１２日 ( 金 )  本会議　提案（開会）

　　　２２日 ( 月 )  本会議（一般質問）

　　　２３日 ( 火 )  本会議（一般質問）

　　　２４日 ( 水 )  本会議（一般質問）

　　　２５日 ( 木 )  本会議（一般質問）

　　　２６日 ( 金 )  本会議（議案質疑）

　　　２９日 ( 月 )  常任委員会

　　　３０日 ( 火 )  常任委員会

　７月　１日 ( 水 )  常任委員会

　　   　３日 ( 金 )  本会議　採決（閉会） 本誌に掲載された質問や答弁など、詳しい内容をお知り
になりたい方は、会議録（６月中旬発行予定）をご覧く
ださい。会議録は議会事務局、市立図書館に備えています。
また、市議会のホームページでも、会議録の検索と閲覧
ができます。

　　※日程は変更される場合がありますので、
　  　   ホームページ等でご確認ください。

◆  お問い合わせは日向市議会事務局まで  ◆  
〒 883-8555 日向市本町 10 番 5 号    TEL：（52）8348　FAX：（52）8148　Ｅ－ｍａｉｌ：gｉｋａｉ＠ｈｙｕｇａｃｉｔｙ.ｊｐ

　

委
員
会
間
の
情
報
共
有
を
図
る
と
共
に
、

議
員
の
資
質
向
上
と
市
政
へ
の
反
映
を
目
的

に
、
職
員
及
び
区
長
公
民
館
長
連
合
会
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
、
本
年
で
４
回
目
と
な
る

行
政
視
察
報
告
会
を
３
月
23
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
議
員
・
職
員
・
区
長
な
ど
約
50
名
が

参
加
す
る
中
、
先
進
地
の
取
組
み
を
視
察
し

た
各
委
員
会
が
視
察
の
内
容
を
報
告
し
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、
報
告
会
の
資
料
は
、
日
向
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

総
務
政
策
常
任
委
員
会

【
日
程
】
平
成
26
年
10
月
29
日
～
31
日

【
内
容
】
公
共
施
設
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

　
　
　

  

メ
ン
ト
（
愛
知
県
西
尾
市
）・
地
域

　
　
　

  

情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
愛
知
県

　
　
　

   

豊
川
市
）・
共
同
処
理
セ
ン
タ
ー
（
大

　
　
　

  

阪
府
池
田
市
）

文
教
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

【
日
程
】
平
成
26
年
10
月
29
日
～
31
日

【
内
容
】
福
祉
総
合
相
談
、
認
知
症
の
取
組
み

　
　
　
　
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）・
総
合
相
談
の

　
　
　

 

拠
点
を
基
盤
に
し
た
地
域
包
括
支
援

　
　
　

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
（
愛
知
県
高

　
　
　

 

浜
市
）

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

【
日
程
】
平
成
26
年
10
月
29
日
～
31
日

【
内
容
】
下
増
田
地
区
防
災
集
団
移
転
促
進

　
　
　

  

事
業
と
災
害
公
営
住
宅
建
設
事
業

　
　
　

  

（
宮
城
県
名
取
市
）・
ス
マ
ー
ト
シ

　
　
　

  

テ
ィ
会
津
若
松
の
実
現
に
向
け
た

　
　
　

  

取
組
み
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）

総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会

【
日
程
】
平
成
26
年
7
月
28
日
～
30
日

【
内
容
】
湖
西
市
議
会
災
害
時
行
動
マ
ニ
ュ

　
　
　

  

ア
ル
、
市
の
防
災
対
策
（
静
岡
県

　
　
　

  

湖
西
市
）・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
、
町

　
　
　

  

の
防
災
対
策
（
静
岡
県
吉
田
町
）・

　
　
　

  

静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
（
静

　
　
　

  

岡
県
静
岡
市
）

議
会
改
革
特
別
委
員
会

【
日
程
】
平
成
27
年
１
月
29
日
～
30
日

【
内
容
】
議
会
改
革
（
岐
阜
県
高
山
市
）・
議

　
　
　

  

会
改
革
（
岐
阜
県
可
児
市
）

議
会
運
営
委
員
会

【
日
程
】
平
成
27
年
１
月
22
日
～
23
日

【
内
容
】
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
滋

　

  　
　

賀
県
大
津
市
）・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
議

　
　
　

  

会
運
営
、
議
会
改
革
（
奈
良
県
奈

　
　
　

  

良
市
）

行
政
視
察
報
告
会

　５月１３日 ( 水 )  本会議

　　　１４日 ( 木 )  本会議

◇５月臨時会予定

◇６月定例会予定

　　　　◇◆　編集後記　◆◇ 今後の 議 会 日 程
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